
      

新
聞
記
事
調
査
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
思
う 

  

現
在
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会
が
『
大
子
町
関
係
「
い
は
ら
き
」

新
聞
記
事
表
題
索
引
目
録
』（
三
）
の
刊
行
に
向
け
て
鋭
意
調
査
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
、
本
誌
第
九
九
号
で
藤
井
達
也
さ
ん
が
述
べ
て
い
る
。
調
査
の
対

象
時
期
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
八
年
間
、
日
中
戦

争
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
連
な
る
、
ま
さ
に
戦
争
の
時
代
で
あ
る
。

筆
者
は
一
三
年
か
ら
一
五
年
、
そ
し
て
一
九
年
と
二
〇
年
、
合
わ
せ
て
五
年

分
を
担
当
し
て
い
る
。
「
い
は
ら
き
」
新
聞
（
一
七
年
二
月
一
日
付
か
ら
茨
城
新

聞
に
改
称
）
縮
小
判
の
コ
ピ
ー
か
ら
大
子
地
方
や
久
慈
郡
の
記
事
を
探
し
出
し
、

そ
の
表
題
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
、
小
さ
く
て
不
鮮
明
な
活
字
に
目
を
凝

ら
し
て
記
事
内
容
を
読
み
込
み
編
者
注
記
を
付
す
、
そ
う
し
た
作
業
を
繰
り

返
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。 

 

二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
、
プ
ー

チ
ン
に
よ
る
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
以
来
、
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ
、
都
市

が
破
壊
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
が
殺
害
さ
れ
る
様
子
が
様
々
な
媒
体
を
通

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
破
壊
と
殺
戮
の
連
続

で
あ
る
。
開
戦
か
ら
九
カ
月
以
上
た
っ
た
現
在
も
、
停
戦
の
兆
し
は
な
い
。 

戦
時
下
の
新
聞
記
事
調
査
を
進
め
る
な
か
、
映
像
や
記
事
で
伝
え
ら
れ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
実
情
に
接
す
る
と
、
と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
な

く
な
る
。
か
つ
て
日
本
も
他
国
を
侵
略
し
、
掛
け
替
え
の
な
い
膨
大
な
数
の

命
を
奪
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
人
兵
士
や
民
間
人
の
命
も
失
わ
れ
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
の
悲
劇
が
か
つ
て
の
日
本
と
重
な
っ
て
み
え
、
調
べ
て
い
る
記
事

の
内
容
が
一
層
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
と
く
に
、
戦
没
者
の
記
事
を
読
む
と
。 

昭
和
一
二
年
七
月
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
以
降
の
軍
人
・
軍
属
の
戦
没
者

数
は
約
二
三
○
万
人
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
九
割
弱
に
当
た
る
二
〇
一
万

人
が
昭
和
一
九
年
一
月
一
日
以
降
だ
と
の
推
計
が
あ
る
（
吉
田
裕
『
日
本
軍
兵

士
―
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
現
実
』
）
。
当
時
の
茨
城
新
聞
を
読
む
と
、
大
子
地

方
に
限
定
し
て
も
、
確
か
に
一
九
年
以
降
は
戦
死
や
戦
病
死
し
た
兵
士
を
伝

え
る
記
事
が
多
く
な
る
。「
噫 

尽
忠
・
海
の
勇
士
」「
英
霊
凱
旋
」「
英
霊
還

る
」「
征
戦
遂
行
尊
き
人
柱
」「
無
言
の
凱
旋
」「
草
む
す
屍
」
等
々
、
記
事
の

見
出
し
は
様
々
だ
が
、
戦
没
者
の
出
身
町
村
、
氏
名
、
階
級
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
時
に
は
、「
各
勇
士
の
家
庭
」
と
の
見
出
し
で
家
庭
環
境
が
紹
介
さ
れ

る
。
例
え
ば
袋
田
村
出
身
藤
田
兵
長
の
場
合
は
、
顔
写
真
入
り
で
、
一
人
息

子
で
あ
っ
た
こ
と
、
若
い
妻
と
四
歳
の
幼
子
が
残
さ
れ
た
こ
と
、「
郷
に
あ
つ

て
は
模
範
青
年
で
柔
道
を
好
み
初
段
の
腕
前
、
陣
中
で
も
藤
田
兵
長
の
柔
道

は
大
い
に
聞
え
て
ゐ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
九
年
六
月
一
一
日
付
）
。 

 

顔
写
真
と
言
え
ば
、
昭
和
四
〇
年
八
月
一
五
日
付
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人

語
」
が
胸
を
打
つ
。
一
三
年
当
時
長
野
支
局
員
だ
っ
た
筆
者
の
体
験
談
が
綴

ら
れ
る
。
戦
死
の
入
電
が
あ
る
と
「
支
局
員
は
自
転
車
に
乗
っ
て
、
戦
死
者

の
家
庭
を
回
り
、
写
真
を
借
り
る
。
つ
ら
い
仕
事
だ
っ
た
」
。
あ
る
農
家
で
一

枚
き
り
の
写
真
を
借
り
て
「
自
転
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
老
母
は
と
つ
ぜ

ん
に
荷
台
を
つ
か
ん
で
、
必
死
の
こ
え
で
さ
け
ん
だ
。『
記
者
サ
、
お
ま
え
サ

な
に
か
か
く
し
て
い
る
で
ね
え
か
。
セ
ガ
レ
が
死
ん
だ
な
ら
死
ん
だ
と
言
う

て
く
れ
ヤ
。
天
皇
サ
マ
に
あ
げ
た
い
の
ち
だ
。
泣
く
こ
た
ァ
ね
え
、
泣
く
も

ン
じ
ゃ
ね
え
…
お
ら
、
泣
き
ゃ
し
ね
ぇ
』
／
こ
う
言
い
な
が
ら
老
母
は
泣
き
、

ま
っ
さ
お
な
顔
で
、
自
転
車
を
つ
か
ん
で
は
な
さ
な
い
。
…
記
者
も
な
み
だ

を
こ
ら
え
き
れ
ず
、
立
ち
す
く
ん
だ
」
。
茨
城
新
聞
社
の
記
者
も
、
同
じ
よ
う

な
体
験
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
枚
の
顔
写
真
か
ら
あ
れ
こ
れ
想
像
す
る
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
況
の
推
移
に
刮
目
し
、
戦
時
下
の
大
子
地
方
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力
作
業
を
続
け
て
い
る
。 

（
齋
藤
典
生
） 

第１０５号 

2022(令和４).12.1 

− 1 −

      

新
聞
記
事
調
査
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
思
う 

  

現
在
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会
が
『
大
子
町
関
係
「
い
は
ら
き
」

新
聞
記
事
表
題
索
引
目
録
』（
三
）
の
刊
行
に
向
け
て
鋭
意
調
査
を
進
め
て
い

る
こ
と
は
、
本
誌
第
九
九
号
で
藤
井
達
也
さ
ん
が
述
べ
て
い
る
。
調
査
の
対

象
時
期
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
八
年
間
、
日
中
戦

争
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
連
な
る
、
ま
さ
に
戦
争
の
時
代
で
あ
る
。

筆
者
は
一
三
年
か
ら
一
五
年
、
そ
し
て
一
九
年
と
二
〇
年
、
合
わ
せ
て
五
年

分
を
担
当
し
て
い
る
。
「
い
は
ら
き
」
新
聞
（
一
七
年
二
月
一
日
付
か
ら
茨
城
新

聞
に
改
称
）
縮
小
判
の
コ
ピ
ー
か
ら
大
子
地
方
や
久
慈
郡
の
記
事
を
探
し
出
し
、

そ
の
表
題
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
、
小
さ
く
て
不
鮮
明
な
活
字
に
目
を
凝

ら
し
て
記
事
内
容
を
読
み
込
み
編
者
注
記
を
付
す
、
そ
う
し
た
作
業
を
繰
り

返
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。 

 

二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
、
プ
ー

チ
ン
に
よ
る
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
以
来
、
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ
、
都
市

が
破
壊
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
が
殺
害
さ
れ
る
様
子
が
様
々
な
媒
体
を
通

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
破
壊
と
殺
戮
の
連
続

で
あ
る
。
開
戦
か
ら
九
カ
月
以
上
た
っ
た
現
在
も
、
停
戦
の
兆
し
は
な
い
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戦
時
下
の
新
聞
記
事
調
査
を
進
め
る
な
か
、
映
像
や
記
事
で
伝
え
ら
れ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
実
情
に
接
す
る
と
、
と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
な

く
な
る
。
か
つ
て
日
本
も
他
国
を
侵
略
し
、
掛
け
替
え
の
な
い
膨
大
な
数
の

命
を
奪
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
人
兵
士
や
民
間
人
の
命
も
失
わ
れ
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
の
悲
劇
が
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つ
て
の
日
本
と
重
な
っ
て
み
え
、
調
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る
記
事

の
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容
が
一
層
胸
に
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く
る
。
と
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に
、
戦
没
者
の
記
事
を
読
む
と
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和
一
二
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七
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に
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日
中
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争
以
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軍
人
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軍
属
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戦
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そ
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二
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万
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が
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（
吉
田
裕
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日
本
軍
兵
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―
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ジ
ア
・
太
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現
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）
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当
時
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城
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、
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地
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に
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、
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に
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は
戦
死
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戦
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死
し
た
兵
士
を
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え
る
記
事
が
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る
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忠
・
海
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勇
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英
霊
凱
旋
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英
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還
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」「
征
戦
遂
行
尊
き
人
柱
」「
無
言
の
凱
旋
」「
草
む
す
屍
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等
々
、
記
事
の

見
出
し
は
様
々
だ
が
、
戦
没
者
の
出
身
町
村
、
氏
名
、
階
級
が
記
載
さ
れ
て

い
る
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時
に
は
、「
各
勇
士
の
家
庭
」
と
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見
出
し
で
家
庭
環
境
が
紹
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さ
れ

る
。
例
え
ば
袋
田
村
出
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藤
田
兵
長
の
場
合
は
、
顔
写
真
入
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で
、
一
人
息
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で
あ
っ
た
こ
と
、
若
い
妻
と
四
歳
の
幼
子
が
残
さ
れ
た
こ
と
、「
郷
に
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て
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模
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青
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で
柔
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を
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初
段
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腕
前
、
陣
中
で
も
藤
田
兵
長
の
柔
道
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大
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に
聞
え
て
ゐ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
九
年
六
月
一
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日
付
）
。 

 

顔
写
真
と
言
え
ば
、
昭
和
四
〇
年
八
月
一
五
日
付
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人

語
」
が
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を
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。
一
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当
時
長
野
支
局
員
だ
っ
た
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者
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体
験
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ら
れ
る
。
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死
の
入
電
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支
局
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転
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、
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。
あ
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転
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、
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と
つ
ぜ

ん
に
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か
ん
で
、
必
死
の
こ
え
で
さ
け
ん
だ
。『
記
者
サ
、
お
ま
え
サ

な
に
か
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く
し
て
い
る
で
ね
え
か
。
セ
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レ
が
死
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死
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と
言
う

て
く
れ
ヤ
。
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皇
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。
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こ
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え
、
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く
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…
お
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、
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／
こ
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言
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母
は
泣
き
、

ま
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お
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、
自
転
車
を
つ
か
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。
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記
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み
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え
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茨
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な
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を
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た
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だ
ろ
う
か
。
一
枚
の
顔
写
真
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あ
れ
こ
れ
想
像
す
る
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ウ
ク
ラ
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ナ
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の
戦
況
の
推
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に
刮
目
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、
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時
下
の
大
子
地
方
に
思
い

を
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ソ
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、
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資
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大
子
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関
係
「
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は
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」

新
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引
目
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け
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意
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を
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こ
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は
、
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第
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で
藤
井
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さ
ん
が
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和
一
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（
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茨
城
新

聞
に
改
称
）
縮
小
判
の
コ
ピ
ー
か
ら
大
子
地
方
や
久
慈
郡
の
記
事
を
探
し
出
し
、

そ
の
表
題
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
、
小
さ
く
て
不
鮮
明
な
活
字
に
目
を
凝

ら
し
て
記
事
内
容
を
読
み
込
み
編
者
注
記
を
付
す
、
そ
う
し
た
作
業
を
繰
り

返
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
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、
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が
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攻
し
、
プ
ー

チ
ン
に
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、
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膨
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。
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み
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、
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記
事

の
内
容
が
一
層
胸
に
迫
っ
て
く
る
。
と
く
に
、
戦
没
者
の
記
事
を
読
む
と
。 

昭
和
一
二
年
七
月
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
以
降
の
軍
人
・
軍
属
の
戦
没
者

数
は
約
二
三
○
万
人
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
九
割
弱
に
当
た
る
二
〇
一
万

人
が
昭
和
一
九
年
一
月
一
日
以
降
だ
と
の
推
計
が
あ
る
（
吉
田
裕
『
日
本
軍
兵

士
―
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
現
実
』
）
。
当
時
の
茨
城
新
聞
を
読
む
と
、
大
子
地

方
に
限
定
し
て
も
、
確
か
に
一
九
年
以
降
は
戦
死
や
戦
病
死
し
た
兵
士
を
伝

え
る
記
事
が
多
く
な
る
。「
噫 

尽
忠
・
海
の
勇
士
」「
英
霊
凱
旋
」「
英
霊
還

る
」「
征
戦
遂
行
尊
き
人
柱
」「
無
言
の
凱
旋
」「
草
む
す
屍
」
等
々
、
記
事
の

見
出
し
は
様
々
だ
が
、
戦
没
者
の
出
身
町
村
、
氏
名
、
階
級
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
時
に
は
、「
各
勇
士
の
家
庭
」
と
の
見
出
し
で
家
庭
環
境
が
紹
介
さ
れ

る
。
例
え
ば
袋
田
村
出
身
藤
田
兵
長
の
場
合
は
、
顔
写
真
入
り
で
、
一
人
息

子
で
あ
っ
た
こ
と
、
若
い
妻
と
四
歳
の
幼
子
が
残
さ
れ
た
こ
と
、「
郷
に
あ
つ

て
は
模
範
青
年
で
柔
道
を
好
み
初
段
の
腕
前
、
陣
中
で
も
藤
田
兵
長
の
柔
道

は
大
い
に
聞
え
て
ゐ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
九
年
六
月
一
一
日
付
）
。 

 

顔
写
真
と
言
え
ば
、
昭
和
四
〇
年
八
月
一
五
日
付
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人

語
」
が
胸
を
打
つ
。
一
三
年
当
時
長
野
支
局
員
だ
っ
た
筆
者
の
体
験
談
が
綴

ら
れ
る
。
戦
死
の
入
電
が
あ
る
と
「
支
局
員
は
自
転
車
に
乗
っ
て
、
戦
死
者

の
家
庭
を
回
り
、
写
真
を
借
り
る
。
つ
ら
い
仕
事
だ
っ
た
」
。
あ
る
農
家
で
一

枚
き
り
の
写
真
を
借
り
て
「
自
転
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
、
老
母
は
と
つ
ぜ

ん
に
荷
台
を
つ
か
ん
で
、
必
死
の
こ
え
で
さ
け
ん
だ
。『
記
者
サ
、
お
ま
え
サ

な
に
か
か
く
し
て
い
る
で
ね
え
か
。
セ
ガ
レ
が
死
ん
だ
な
ら
死
ん
だ
と
言
う

て
く
れ
ヤ
。
天
皇
サ
マ
に
あ
げ
た
い
の
ち
だ
。
泣
く
こ
た
ァ
ね
え
、
泣
く
も

ン
じ
ゃ
ね
え
…
お
ら
、
泣
き
ゃ
し
ね
ぇ
』
／
こ
う
言
い
な
が
ら
老
母
は
泣
き
、

ま
っ
さ
お
な
顔
で
、
自
転
車
を
つ
か
ん
で
は
な
さ
な
い
。
…
記
者
も
な
み
だ

を
こ
ら
え
き
れ
ず
、
立
ち
す
く
ん
だ
」
。
茨
城
新
聞
社
の
記
者
も
、
同
じ
よ
う

な
体
験
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
枚
の
顔
写
真
か
ら
あ
れ
こ
れ
想
像
す
る
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
況
の
推
移
に
刮
目
し
、
戦
時
下
の
大
子
地
方
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
入
力
作
業
を
続
け
て
い
る
。 

（
齋
藤
典
生
） 
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名
称
「
奥
久
慈
」
の
由
来
を
考
え
る 

下
重
康
男 

 

「
奥
久
慈
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
永
い
間
気
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
大
子
生
ま
れ
大
子
育
ち
で
郷
土
史
に
い
さ
さ
か
興
味
の
あ
る
筆
者

に
と
っ
て
、
就
職
す
る
ま
で
は
「
奥
久
慈
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
保
内
郷
」
の

方
が
聞
き
慣
れ
た
名
称
で
あ
っ
た
。 

筆
者
が
育
っ
た
大
子
町
下
野
宮
で
は
、
県
境
を
越
え
た
福
島
県
は
「
奥
州
」

と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
子
供
の
頃
は
、「
奥
州
へ
泊

ま
り
に
行
く
」
、
あ
る
い
は
「
奥
州
へ
遊
び
に
行
く
」
と
言
っ
て
い
た
。
福
島

に
行
く
と
は
言
わ
ず
、「
奥
州
」
に
行
く
で
あ
っ
た
。
今
で
は
懐
か
し
い
言
葉

遣
い
で
あ
る
が
、
「
奥
州
」
の
名
称
の
起
り
は
承
知
し
て
い
る
。 

筆
者
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
地
元
の
大
子
町
農
協
に
奉
職
し
、

主
に
営
農
経
済
事
業
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
。
就
職
し
た
当
時
、
日
本
経
済

は
高
度
経
済
成
長
の
最
盛
期
、
人
も
物
も
全
て
が
東
京
へ
、
東
京
へ
と
押
し

寄
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
を
振
り
返
る
と
、
例
え
ば
京
浜
市
場
で

大
人
気
を
博
し
た
「
奥
久
慈
胡
瓜
」
の
よ
う
に
、
農
協
扱
い
の
園
芸
農
産
物

に
は
必
ず
「
奥
久
慈
○
○
」
の
名
称
が
付
け
ら
れ
、
市
場
へ
送
ら
れ
て
い
た
。 

私
が
「
奥
久
慈
」
と
い
う
名
称
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
六
年
生
の
時
に
、
郷
土
史
家
故
石
井
良
一
先
生

の
講
演
を
聴
く
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
そ
の
時
の
演
題
が
「
奥
久
慈
膝
く
り

げ 

本
の
紹
介
と
八
溝
山
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

以
来
郷
土
史
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
講
演
の
こ
と
は
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
三
年
生
の
時
に
男
体
山
に
登
っ
た
。
そ
こ
で
、

明
治
の
文
豪
大
町
桂
月
の
歌
碑
を
見
る
。
そ
こ
に
は
、
登
山
道
途
中
に
あ
る

弘
法
堂
の
高
台
か
ら
の
眺
望
絶
景
に
感
嘆
し
て
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
夏
に

詠
ん
だ
歌
で
、「
久
慈
の
奥
男
体
山
を
仰
ぎ
見
て
画
を
学
ば
む
と
思
ひ
け
る
か

な
」
、
と
あ
る
。
「
奥
久
慈
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
が
、
ま
さ
に
「
久
慈
の

奥
」
と
は
「
奥
久
慈
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
名
称
「
奥
久
慈
」
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
込
め
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
範
囲
を
示
す
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
な
り
に
解
明
し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
資
料
を
探
索
し

て
み
た
が
、
納
得
の
い
く
答
え
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
少
な
く
も
「
奥
久
慈
」

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
大
子
地
方
教
育
会
が
編
纂
し
た
『
保
内
郷
要
覧
』（
昭

和
二
十
七
年
刊
）
に
「
奥
久
慈
所
謂
保
内
郷
の
地
域
」
と
の
表
現
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
内
郷
と
重
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
命
名
者
で
あ
る
が
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
判
明
し
た
。
郷
土
史
に

造
詣
が
深
く
、
大
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
新
聞
社
編
集
長
を
務
め
る
小
室
久
さ
ん
に
、

以
前
、
「
奥
久
慈
」
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

今
回
確
認
の
た
め
再
度
尋
ね
て
み
る
と
、
早
速
ご
教
示
を
得
た
。
命
名
し
た

「
御
仁
は
、
西
金
出
身
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
霞
五
郎
さ
ん
だ
よ
」
、
と
。
小
室
さ
ん

は
、
ご
本
人
と
対
談
し
た
折
に
直
に
そ
う
聞
い
た
と
言
う
。
今
か
ら
九
十
数

年
前
の
昭
和
三
年
頃
、
東
京
都
下
の
奥
多
摩
を
霞
氏
が
何
か
の
縁
で
訪
れ
た

時
に
、
そ
の
奥
多
摩
の
情
景
が
久
慈
川
の
清
流
や
山
稜
、
風
土
、
人
情
味
等
々

に
お
い
て
ふ
る
さ
と
保
内
郷
と
そ
っ
く
り
だ
と
感
銘
し
た
こ
と
か
ら
、
久
慈

川
の
奥
、
す
な
わ
ち
「
奥
久
慈
」
と
名
付
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
ペ
ン
ネ
ー
ム
霞
五
郎
」
と
は
、
六
代
目
の
下
小
川
村
長
神
長
道
太
郎
の

弟
で
、
本
名
は
神
長
謙
五
郎
で
あ
る
。
法
政
大
学
卒
業
後
に
報
知
新
聞
等
の

記
者
や
西
金
郵
便
局
長
を
務
め
、
戦
後
は
主
に
執
筆
活
動
を
通
じ
て
活
躍
し

た
人
物
で
あ
る
。
霞
の
著
書
『
保
内
郷
土
誌 

お
ら
が
在
所
』（
昭
和
二
十
七
年

刊
）
で
は
、「
観
光
篇
」
で
「
奥
久
慈
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、「
昭
和
十
一
年
に
東
京
鉄
道
局
が
、
一
般
向
の
コ
ー
ス
を
募
集

し
た
と
き
、
み
ご
と
一
位
の
選
（
霞
五
郎
案
）
に
入
っ
た
」
二
八
・
七
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
あ
る
。
名
称
「
奥
久
慈
」
が
冠
せ
ら
れ
た
一
例
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、
先
に
述
べ
た
私
の
疑
問
は
氷
解
し
た
。
今
や
、
名
称
「
奥
久

慈
」
は
大
子
地
方
の
別
称
と
も
言
え
る
ほ
ど
に
一
般
化
し
、
定
着
し
て
い
る

と
評
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
子
町
下
野
宮
在
住
） 
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道
標
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と 

成
井
重
美 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
子
町
郷
土
史
の
会
に
参
加
し
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
三
年
間

を
か
け
て
大
子
地
方
の
道
標
調
査
を
行
っ
た
。
大
子
郷
土
史
の
会
編
集
に
よ

る
『
大
子
の
石
仏
―
石
仏
・
石
塔
調
査
報
告
書
―
』（
大
子
町
教
育
委
員
会
発
行
）

な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
道
標
を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た
も
の
も

含
め
て
、
現
在
大
子
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る
九
十
一
基
の
道
標
の
う
ち
、
行

方
不
明
の
七
基
を
除
き
八
十
四
基
の
道
標
の
拓
本
を
と
っ
た
。 

道
標
は
道
路
の
辻
や
分
岐
点
、
山
中
や
峠
な
ど
の
路
傍
に
、
行
き
先
の
方

向
や
距
離
を
示
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
種
類
別
に
み
る
と
道

標
専
用
の
道
標
が
三
十
七
基
、
残
り
の
五
十
四
基
は
信
仰
と
結
び
つ
い
た
文

字
塔
に
道
標
銘
を
併
用
し
た
碑
で
あ
り
、
多
い
も
の
か
ら
馬
頭
観
世
音
碑
、

庚
申
塔
碑
、
念
仏
供
養
塔
碑
、
道
祖
神
碑
な
ど
の
ほ
か
、
様
々
な
信
仰
塔
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
建
立
年
代
が
確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
は
約
二
百

七
十
年
前
に
建
立
さ
れ
た
頃
藤
の
横
石
に
あ
る
道
標
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

江
戸
時
代
中
期
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
に
十
四
基
、
江
戸
時
代
後
期

の
慶
応
元
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
が
二
十
五
基
、
そ
し
て
明
治
時
代
以
降
が
十

四
基
あ
り
、
年
代
不
明
が
三
十
八
基
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
江
戸
時
代
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
碑
を
み
る
と
、
昔
は
様
々
な
民
間
信
仰
が
あ

っ
て
、
多
様
な
祈
り
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
絆
を
深
め
る
場

で
あ
り
、
娯
楽
の
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
旅
人
が
道
に
迷

わ
な
い
よ
う
道
案
内
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
配
慮
し
て
い
た
。
旅
人
が
道
標

に
出
会
う
と
じ
っ
と
手
を
合
わ
せ
て
旅
の
安
全
を
祈
る
姿
が
偲
ば
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
大
子
地
方
は
、
周
り
が
山
で
囲
ま
れ
た
山
間
地
で
、
山
あ
い
を

久
慈
川
が
北
か
ら
南
へ
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
そ
の
支
流
で
あ
る
中
小
河
川

が
流
れ
る
と
い
う
盆
地
の
た
め
、
道
路
の
発
達
を
妨
げ
て
い
た
。
江
戸
時
代

の
河
川
に
は
ほ
と
ん
ど
橋
が
な
く
、
川
原
の
近
く
や
狭
い
谷
川
に
沿
っ
た
道
、

川
を
渡
る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
迂
回
し
て
山
の
尾
根
な
ど
を
利
用
す
る
な

ど
、
外
と
の
往
来
に
は
必
ず
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
峠

に
は
、
人
馬
の
通
行
に
危
険
を
伴
う
道
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
子
地

方
や
大
子
地
方
と
境
を
接
す
る
地
域
に
は
道
標
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

点
在
す
る
道
標
を
線
で
結
ぶ
と
道
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
八
溝
峰
神

社
と
坂
東
三
十
三
観
音
二
十
一
番
札
所
の
日
輪
寺
が
あ
る
八
溝
山
と
、
二
十

二
番
札
所
の
あ
る
常
陸
太
田
市
佐
竹
寺
を
結
ぶ
黒
沢
―
下
野
宮
―
生
瀬
の
巡

礼
の
道
に
「
や
み
ぞ
」
と
「
さ
た
け
」
を
示
す
道
標
が
二
十
基
以
上
も
あ
る
。

ま
た
、
下
金
沢
、
相
川
や
栃
原
新
田
な
ど
に
は
栃
木
県
大
那
地
を
経
て
鷲
子

山
上
神
社
を
示
す
道
標
が
目
立
つ
。
逆
に
、
常
陸
太
田
市
や
栃
木
県
の
那
須

町
、
旧
黒
羽
町
、
旧
馬
頭
町
な
ど
に
八
溝
を
示
す
道
標
が
数
多
く
存
在
す
る
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
に
往
来
が
あ
っ
た
峠
道
を
挙
げ
て
み
る
。
一
つ
は
、
旧

美
和
村
境
の
タ
バ
ッ
コ
峠
か
ら
栃
原
に
入
り
、
僧
侶
の
姿
を
線
で
刻
ん
だ
道

祖
神
碑
（
町
指
定
有
形
文
化
財
）
の
あ
る
栃
原
の
横
屋
か
ら
、
高
萱
峠
を
越
え

て
大
子
や
現
在
の
上
岡
に
出
る
道
で
あ
る
。
上
岡
か
ら
先
は
馬
頭
・
黒
羽
方

面
や
浅
川
に
つ
な
が
る
。
二
つ
め
は
、
浅
川
と
冥
賀
の
境
を
通
る
長
峰
峠
で

あ
る
。
こ
の
道
は
「
馬
頭
ヨ
リ
芦
ノ
倉
を
経
て
上
郷
エ
出
八
溝
山
ニ
至
」（
『
常

陸
国
北
郡
里
程
間
數
之
記
』
）
る
道
で
、
長
峰
峠
の
茶
屋
ヶ
峯
に
は
東
西
南
北
の

各
地
域
を
示
す
道
陸
神
の
道
標
が
あ
る
。
こ
の
道
は
水
戸
藩
二
代
藩
主
光
圀

や
九
代
藩
主
斉
昭
も
領
内
巡
村
で
通
っ
た
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。
三
つ
め
は
、

上
郷
の
宮
本
集
落
と
中
郷
の
権
現
堂
を
結
ぶ
稜
線
に
あ
る
月
柄
峠
で
あ
る
。

こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
道
標
は
、
奥
州
各
地
の
地
名
と
距
離
を
刻
み
、
遠
く
は

仙
台
、
塩
釜
ま
で
の
距
離
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
目
と
三
つ
め
の
峠
道

は
昔
、
野
州
方
面
や
奥
州
方
面
を
結
ぶ
街
道
と
し
て
賑
わ
っ
た
。 

時
代
が
変
遷
す
る
中
で
、
道
標
も
そ
の
存
在
が
忘
れ
去
ら
れ
、
案
内
板
が

設
置
さ
れ
日
の
目
を
見
て
い
る
も
の
が
あ
る
反
面
、
路
傍
に
倒
れ
て
い
る
も

の
や
草
む
ら
に
埋
も
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
道
標
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
的
で
価
値
が
あ
り
、
地
域
の
宝
と
し
て
認
識
さ
れ
、
歴
史
的
文
化
遺
産
と

し
て
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 
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名
称
「
奥
久
慈
」
の
由
来
を
考
え
る 

下
重
康
男 

 

「
奥
久
慈
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
永
い
間
気
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
大
子
生
ま
れ
大
子
育
ち
で
郷
土
史
に
い
さ
さ
か
興
味
の
あ
る
筆
者

に
と
っ
て
、
就
職
す
る
ま
で
は
「
奥
久
慈
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
保
内
郷
」
の

方
が
聞
き
慣
れ
た
名
称
で
あ
っ
た
。 

筆
者
が
育
っ
た
大
子
町
下
野
宮
で
は
、
県
境
を
越
え
た
福
島
県
は
「
奥
州
」

と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
子
供
の
頃
は
、「
奥
州
へ
泊

ま
り
に
行
く
」
、
あ
る
い
は
「
奥
州
へ
遊
び
に
行
く
」
と
言
っ
て
い
た
。
福
島

に
行
く
と
は
言
わ
ず
、「
奥
州
」
に
行
く
で
あ
っ
た
。
今
で
は
懐
か
し
い
言
葉

遣
い
で
あ
る
が
、
「
奥
州
」
の
名
称
の
起
り
は
承
知
し
て
い
る
。 

筆
者
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
地
元
の
大
子
町
農
協
に
奉
職
し
、

主
に
営
農
経
済
事
業
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
。
就
職
し
た
当
時
、
日
本
経
済

は
高
度
経
済
成
長
の
最
盛
期
、
人
も
物
も
全
て
が
東
京
へ
、
東
京
へ
と
押
し

寄
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
を
振
り
返
る
と
、
例
え
ば
京
浜
市
場
で

大
人
気
を
博
し
た
「
奥
久
慈
胡
瓜
」
の
よ
う
に
、
農
協
扱
い
の
園
芸
農
産
物

に
は
必
ず
「
奥
久
慈
○
○
」
の
名
称
が
付
け
ら
れ
、
市
場
へ
送
ら
れ
て
い
た
。 

私
が
「
奥
久
慈
」
と
い
う
名
称
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
六
年
生
の
時
に
、
郷
土
史
家
故
石
井
良
一
先
生

の
講
演
を
聴
く
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
そ
の
時
の
演
題
が
「
奥
久
慈
膝
く
り

げ 

本
の
紹
介
と
八
溝
山
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

以
来
郷
土
史
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
講
演
の
こ
と
は
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
三
年
生
の
時
に
男
体
山
に
登
っ
た
。
そ
こ
で
、

明
治
の
文
豪
大
町
桂
月
の
歌
碑
を
見
る
。
そ
こ
に
は
、
登
山
道
途
中
に
あ
る

弘
法
堂
の
高
台
か
ら
の
眺
望
絶
景
に
感
嘆
し
て
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
夏
に

詠
ん
だ
歌
で
、「
久
慈
の
奥
男
体
山
を
仰
ぎ
見
て
画
を
学
ば
む
と
思
ひ
け
る
か

な
」
、
と
あ
る
。
「
奥
久
慈
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
が
、
ま
さ
に
「
久
慈
の

奥
」
と
は
「
奥
久
慈
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
の
名
称
「
奥
久
慈
」
で
あ
る
が
、
い
つ
頃
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
込
め
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
範
囲
を
示
す
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
な
り
に
解
明
し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
資
料
を
探
索
し

て
み
た
が
、
納
得
の
い
く
答
え
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
少
な
く
も
「
奥
久
慈
」

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
大
子
地
方
教
育
会
が
編
纂
し
た
『
保
内
郷
要
覧
』（
昭

和
二
十
七
年
刊
）
に
「
奥
久
慈
所
謂
保
内
郷
の
地
域
」
と
の
表
現
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
内
郷
と
重
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
命
名
者
で
あ
る
が
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
判
明
し
た
。
郷
土
史
に

造
詣
が
深
く
、
大
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
新
聞
社
編
集
長
を
務
め
る
小
室
久
さ
ん
に
、

以
前
、
「
奥
久
慈
」
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

今
回
確
認
の
た
め
再
度
尋
ね
て
み
る
と
、
早
速
ご
教
示
を
得
た
。
命
名
し
た

「
御
仁
は
、
西
金
出
身
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
霞
五
郎
さ
ん
だ
よ
」
、
と
。
小
室
さ
ん

は
、
ご
本
人
と
対
談
し
た
折
に
直
に
そ
う
聞
い
た
と
言
う
。
今
か
ら
九
十
数

年
前
の
昭
和
三
年
頃
、
東
京
都
下
の
奥
多
摩
を
霞
氏
が
何
か
の
縁
で
訪
れ
た

時
に
、
そ
の
奥
多
摩
の
情
景
が
久
慈
川
の
清
流
や
山
稜
、
風
土
、
人
情
味
等
々

に
お
い
て
ふ
る
さ
と
保
内
郷
と
そ
っ
く
り
だ
と
感
銘
し
た
こ
と
か
ら
、
久
慈

川
の
奥
、
す
な
わ
ち
「
奥
久
慈
」
と
名
付
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

「
ペ
ン
ネ
ー
ム
霞
五
郎
」
と
は
、
六
代
目
の
下
小
川
村
長
神
長
道
太
郎
の

弟
で
、
本
名
は
神
長
謙
五
郎
で
あ
る
。
法
政
大
学
卒
業
後
に
報
知
新
聞
等
の

記
者
や
西
金
郵
便
局
長
を
務
め
、
戦
後
は
主
に
執
筆
活
動
を
通
じ
て
活
躍
し

た
人
物
で
あ
る
。
霞
の
著
書
『
保
内
郷
土
誌 

お
ら
が
在
所
』（
昭
和
二
十
七
年

刊
）
で
は
、「
観
光
篇
」
で
「
奥
久
慈
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、「
昭
和
十
一
年
に
東
京
鉄
道
局
が
、
一
般
向
の
コ
ー
ス
を
募
集

し
た
と
き
、
み
ご
と
一
位
の
選
（
霞
五
郎
案
）
に
入
っ
た
」
二
八
・
七
キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
あ
る
。
名
称
「
奥
久
慈
」
が
冠
せ
ら
れ
た
一
例
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、
先
に
述
べ
た
私
の
疑
問
は
氷
解
し
た
。
今
や
、
名
称
「
奥
久

慈
」
は
大
子
地
方
の
別
称
と
も
言
え
る
ほ
ど
に
一
般
化
し
、
定
着
し
て
い
る

と
評
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 
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道
標
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と 
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大
子
町
郷
土
史
の
会
に
参
加
し
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
三
年
間

を
か
け
て
大
子
地
方
の
道
標
調
査
を
行
っ
た
。
大
子
郷
土
史
の
会
編
集
に
よ

る
『
大
子
の
石
仏
―
石
仏
・
石
塔
調
査
報
告
書
―
』（
大
子
町
教
育
委
員
会
発
行
）

な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
道
標
を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た
も
の
も

含
め
て
、
現
在
大
子
町
で
確
認
さ
れ
て
い
る
九
十
一
基
の
道
標
の
う
ち
、
行

方
不
明
の
七
基
を
除
き
八
十
四
基
の
道
標
の
拓
本
を
と
っ
た
。 

道
標
は
道
路
の
辻
や
分
岐
点
、
山
中
や
峠
な
ど
の
路
傍
に
、
行
き
先
の
方

向
や
距
離
を
示
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
種
類
別
に
み
る
と
道

標
専
用
の
道
標
が
三
十
七
基
、
残
り
の
五
十
四
基
は
信
仰
と
結
び
つ
い
た
文

字
塔
に
道
標
銘
を
併
用
し
た
碑
で
あ
り
、
多
い
も
の
か
ら
馬
頭
観
世
音
碑
、

庚
申
塔
碑
、
念
仏
供
養
塔
碑
、
道
祖
神
碑
な
ど
の
ほ
か
、
様
々
な
信
仰
塔
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
建
立
年
代
が
確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
は
約
二
百

七
十
年
前
に
建
立
さ
れ
た
頃
藤
の
横
石
に
あ
る
道
標
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

江
戸
時
代
中
期
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
に
十
四
基
、
江
戸
時
代
後
期

の
慶
応
元
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
が
二
十
五
基
、
そ
し
て
明
治
時
代
以
降
が
十

四
基
あ
り
、
年
代
不
明
が
三
十
八
基
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
江
戸
時
代
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
碑
を
み
る
と
、
昔
は
様
々
な
民
間
信
仰
が
あ

っ
て
、
多
様
な
祈
り
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
絆
を
深
め
る
場

で
あ
り
、
娯
楽
の
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
旅
人
が
道
に
迷

わ
な
い
よ
う
道
案
内
の
役
割
も
果
た
す
よ
う
配
慮
し
て
い
た
。
旅
人
が
道
標

に
出
会
う
と
じ
っ
と
手
を
合
わ
せ
て
旅
の
安
全
を
祈
る
姿
が
偲
ば
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
大
子
地
方
は
、
周
り
が
山
で
囲
ま
れ
た
山
間
地
で
、
山
あ
い
を

久
慈
川
が
北
か
ら
南
へ
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
そ
の
支
流
で
あ
る
中
小
河
川

が
流
れ
る
と
い
う
盆
地
の
た
め
、
道
路
の
発
達
を
妨
げ
て
い
た
。
江
戸
時
代

の
河
川
に
は
ほ
と
ん
ど
橋
が
な
く
、
川
原
の
近
く
や
狭
い
谷
川
に
沿
っ
た
道
、

川
を
渡
る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
迂
回
し
て
山
の
尾
根
な
ど
を
利
用
す
る
な

ど
、
外
と
の
往
来
に
は
必
ず
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
峠

に
は
、
人
馬
の
通
行
に
危
険
を
伴
う
道
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
大
子
地

方
や
大
子
地
方
と
境
を
接
す
る
地
域
に
は
道
標
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

点
在
す
る
道
標
を
線
で
結
ぶ
と
道
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
八
溝
峰
神

社
と
坂
東
三
十
三
観
音
二
十
一
番
札
所
の
日
輪
寺
が
あ
る
八
溝
山
と
、
二
十

二
番
札
所
の
あ
る
常
陸
太
田
市
佐
竹
寺
を
結
ぶ
黒
沢
―
下
野
宮
―
生
瀬
の
巡

礼
の
道
に
「
や
み
ぞ
」
と
「
さ
た
け
」
を
示
す
道
標
が
二
十
基
以
上
も
あ
る
。

ま
た
、
下
金
沢
、
相
川
や
栃
原
新
田
な
ど
に
は
栃
木
県
大
那
地
を
経
て
鷲
子

山
上
神
社
を
示
す
道
標
が
目
立
つ
。
逆
に
、
常
陸
太
田
市
や
栃
木
県
の
那
須

町
、
旧
黒
羽
町
、
旧
馬
頭
町
な
ど
に
八
溝
を
示
す
道
標
が
数
多
く
存
在
す
る
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
に
往
来
が
あ
っ
た
峠
道
を
挙
げ
て
み
る
。
一
つ
は
、
旧

美
和
村
境
の
タ
バ
ッ
コ
峠
か
ら
栃
原
に
入
り
、
僧
侶
の
姿
を
線
で
刻
ん
だ
道

祖
神
碑
（
町
指
定
有
形
文
化
財
）
の
あ
る
栃
原
の
横
屋
か
ら
、
高
萱
峠
を
越
え

て
大
子
や
現
在
の
上
岡
に
出
る
道
で
あ
る
。
上
岡
か
ら
先
は
馬
頭
・
黒
羽
方

面
や
浅
川
に
つ
な
が
る
。
二
つ
め
は
、
浅
川
と
冥
賀
の
境
を
通
る
長
峰
峠
で

あ
る
。
こ
の
道
は
「
馬
頭
ヨ
リ
芦
ノ
倉
を
経
て
上
郷
エ
出
八
溝
山
ニ
至
」（
『
常

陸
国
北
郡
里
程
間
數
之
記
』
）
る
道
で
、
長
峰
峠
の
茶
屋
ヶ
峯
に
は
東
西
南
北
の

各
地
域
を
示
す
道
陸
神
の
道
標
が
あ
る
。
こ
の
道
は
水
戸
藩
二
代
藩
主
光
圀

や
九
代
藩
主
斉
昭
も
領
内
巡
村
で
通
っ
た
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。
三
つ
め
は
、

上
郷
の
宮
本
集
落
と
中
郷
の
権
現
堂
を
結
ぶ
稜
線
に
あ
る
月
柄
峠
で
あ
る
。

こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
道
標
は
、
奥
州
各
地
の
地
名
と
距
離
を
刻
み
、
遠
く
は

仙
台
、
塩
釜
ま
で
の
距
離
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
目
と
三
つ
め
の
峠
道

は
昔
、
野
州
方
面
や
奥
州
方
面
を
結
ぶ
街
道
と
し
て
賑
わ
っ
た
。 

時
代
が
変
遷
す
る
中
で
、
道
標
も
そ
の
存
在
が
忘
れ
去
ら
れ
、
案
内
板
が

設
置
さ
れ
日
の
目
を
見
て
い
る
も
の
が
あ
る
反
面
、
路
傍
に
倒
れ
て
い
る
も

の
や
草
む
ら
に
埋
も
れ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
道
標
は
そ
れ
ぞ
れ
が
個

性
的
で
価
値
が
あ
り
、
地
域
の
宝
と
し
て
認
識
さ
れ
、
歴
史
的
文
化
遺
産
と

し
て
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 
 

 
 

（
大
子
町
上
岡
在
住
） 
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大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
一
三
） 

関 

戸 

神 

社
（
大
子
町
頃
藤
六
五
〇
六
）
再
訪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
根
信
和 

 
 

  

関
戸
神
社
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
八
七
号
で
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ 

る
。
そ
の
際
本
殿
に
つ
い
て
は
、
覆
い
屋
で
保
存
策
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め 

外
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
記
し
た
。
ま
た
関
連
し
て
、
境
内
に 

建
立
さ
れ
て
い
る
石
碑
「
神
恩
謝
之
誌
」
に
、「
本
殿
は
江
戸
中
期
、
桧
板
葺 

の
流
造
方
一
間
で
数
多
く
の
彫
刻
は
狩
野
派
の
画
風
に
莫
大
な
金
銀
の
極
彩 

色
を
施
し
た
当
地
ま
れ
な
る
文
化
財
で
あ
る
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹 

介
し
た
。 

令
和
四
年
九
月
、
大
子
町
教
育
委
員
会
の
担
当
の
方
か
ら
連
絡
が
あ
り
、

地
元
頃
藤
の
氏
子
総
代
等
の
要
望
も
あ
っ
て
関
戸
神
社
本
殿
の
調
査
に
つ
い

て
宮
司
か
ら
了
解
が
得
ら
れ
た
の
で
調
べ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
古
建
築
の
専
門
で
は
な
い
の
で
お
断
り
し
た
が
、
本
殿
を
こ
の
目

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
だ
と
思
い
、
結
局
引
き
受
け
る
こ

と
に
し
た
。 

同
月
二
十
一
日
、
菊
池
宮
司
、
氏
子
総
代
の
方
、
町
担
当
者
、
そ
れ
に
私

の
五
名
が
関
戸
神
社
に
集
ま
っ
た
。
調
査
に
あ
た
り
、
宮
司
に
よ
る
一
連
の

祭
式
が
行
わ
れ
た
。
先
ず
号
鼓
か
ら
始
ま
り
、
修
祓
、
開
扉
、
献
饌
、
祝
詞

奉
上
、
玉
串
拝
礼
、
撤
饌
、
閉
扉
、
号
鼓
と
続
い
た
。
祭
祀
を
終
え
、
宮
司

の
案
内
で
一
同
は
本
殿
へ
と
進
ん
だ
。 

本
殿
は
流
造
り
、
向
拝
付
、
板
葺
き
の
上
が
銅
板
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
正

面
と
側
面
の
三
方
に
縁
を
廻
ら
し
、
正
面
に
五
段
の
木
階
を
有
し
、
浜
縁
を

置
い
て
い
る
。 

本
殿
を
拝
見
す
る
。
全
体
が
漆
塗
り
で
、
朱
色
の
木
組
み
の
な
か
に
数
々

の
彫
刻
類
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
さ
は
、
ま
さ
に
目
を
見
張
る
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
本
殿
の
正
面
の
板
扉
は
黒
漆
、
こ
こ
に
色
彩
で
何
が
描
か

れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
、
両
方
の
柱
に
は
わ
ず
か
に
金
箔
押
の
跡
が
残
っ

て
い
る
。
板
扉
の
塗
装
は
剥
落
が
甚
だ
し
く
、
先
に
紹
介
し
た
「
狩
野
派
の

画
風
」
、
文
様
彩
色
は
欠
失
し
て
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彫

刻
は
額
縁
付
透
か
し
彫
刻
で
、
東
面
に
は
亀
と
賢
人
、
背
面
に
猿
と
賢
人
、

西
面
に
鶴
と
賢
人
が
刻
さ
れ
て
い
る
。 

本
社
は
、
県
北
地
方
の
神
社
の
建
築
規
模
と
し
て
は
標
準
的
な
も
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
本
殿
に
見
ら
れ
る
彫
刻
は
秀
逸
で
あ
り
、
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
古
建
築
の
専
門
家
に
よ
る

調
査
や
色
彩
等
の
科
学
的
分
析
を
経
て
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に
修
復
が
叶

う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
水
戸
市
在
住
） 

 

関戸神社全景 令和４年９月撮影 
 

 
 

明
治
の
大
子
町
三
小
学
校
同
時
改
築
（
前
） 

 

大
金
祐
介 

  

明
治
四
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
大
子
町
は
、
あ
る
行
政
課
題
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
小
学
校
校
舎
の
狭
隘
化
だ
っ
た
。 

 

小
学
校
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
の
公
布
に
よ
り
、
全
国
各
地

に
設
置
さ
れ
た
。
当
初
は
、
就
学
率
が
低
か
っ
た
が
、
就
学
の
奨
励
、
尋
常

小
学
校
へ
の
就
学
の
義
務
化
、
授
業
料
の
無
償
化
な
ど
に
よ
り
、
三
十
年
代

半
ば
に
は
、
就
学
率
が
九
割
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
四

十
一
年
度
か
ら
、
義
務
教
育
期
間
（
＝
尋
常
小
学
校
の
就
学
期
間
）
が
、
四
年
か

ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
。 

 

就
学
率
の
向
上
と
義
務
教
育
期
間
の
延
長
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
大
子
町
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
学
校
校
舎
の
狭
隘
化
と
い
う
行
政
課

題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
大
子
町
は
、
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
、

上
岡
尋
常
小
学
校
、
浅
川
尋
常
小
学
校
の
三
小
学
校
を
設
置
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
折
か
ら
の
人
口
増
加
や
就
学
率
の
向
上
に
よ
り
、
校
舎
の
狭
隘
化

が
進
行
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
義
務
教
育
期
間
が
延
長

さ
れ
、
児
童
数
が
激
増
し
た
こ
と
か
ら
、
校
舎
の
狭
隘
化
は
、
よ
り
深
刻
さ

を
増
し
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

上
岡
尋
常
小
学
校
の
学
校
沿
革
誌
に
は
、
校
舎
の
狭
隘
化
を
う
か
が
わ
せ

る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
図
に
見
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
九
年
五
月
当
時
、

同
校
は
、
総
敷
地
面
積
が
約
百
二
十
四
坪
で
、
そ
こ
に
約
六
十
坪
の
校
舎
が

建
ち
、
約
六
十
坪
の
運
動
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
教
室
数
は
二
室
で
、
第

一
学
級
教
室
が
十
坪
半
、
第
二
学
級
教
室
が
三
十
一
坪
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
三
十
九
年
度
の
児
童
数
は
八
十
六
人
で
あ
っ
た
。
前
述
の
二
教

室
に
八
十
六
人
の
児
童
を
収
容
し
て
い
た
と
す
る
と
、
児
童
一
人
当
た
り
の

教
室
面
積
は
、
単
純
計
算
で
〇
・
五
坪
弱
、
す
な
わ
ち
一
畳
弱
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
授
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど

の
狭
さ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
児
童
数
は
、
義
務
教
育
期
間
が
延
長
さ
れ
た
四

十
一
年
度
に
は
百
二
十
五
人
、
六
学
年
が
す
べ
て
揃
っ
た
四
十
二
年
度
に
は

百
三
十
人
に
達
し
、
校
舎
の
狭
隘
化
が
さ
ら
に
進
行
し
た
。 

 

校
舎
の
狭
隘
化
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
校
舎
の
改
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
町
村
は
、
財
政
基
盤
が
脆
弱
で
、
財
政
的
な
余
裕
が
無
か

っ
た
。
大
子
町
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
代
に
お
け
る
大
子
町

の
歳
出
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
は
、
四
割
か
ら
五
割
で
推
移
し
て
い
た
。

大
子
町
は
、
校
舎
の
改
築
ど
こ
ろ
か
、
小
学
校
を
維
持
す
る
だ
け
で
精
一
杯

と
い
う
よ
う
な
財
政
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
三
小
学
校
の
校
舎
を
改
築
し
、
校
舎
の
狭
隘

化
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
極
め
て
困
難
な
行
政
課
題

に
挑
ん
だ
の
は
、
時
の
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
で
あ
っ
た
。 

（
大
子
町
大
子
在
住
） 

 
上岡尋常小学校（明治 39年 5月現在） 
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と
で
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る
。
大
子
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は
、
あ
る
行
政
課
題
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の
対
応

を
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た
。
そ
れ
は
、
小
学
校
校
舎
の
狭
隘
化
だ
っ
た
。 
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学
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よ
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、
全
国
各
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就
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、
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学
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、
授
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、
三
十
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、
就
学
率
が
九
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に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
四

十
一
年
度
か
ら
、
義
務
教
育
期
間
（
＝
尋
常
小
学
校
の
就
学
期
間
）
が
、
四
年
か

ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
。 

 

就
学
率
の
向
上
と
義
務
教
育
期
間
の
延
長
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
大
子
町
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
小
学
校
校
舎
の
狭
隘
化
と
い
う
行
政
課

題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
大
子
町
は
、
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
、

上
岡
尋
常
小
学
校
、
浅
川
尋
常
小
学
校
の
三
小
学
校
を
設
置
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
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ら
の
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や
就
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の
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上
に
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、
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の
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隘
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で
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、
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の
学
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沿
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に
は
、
校
舎
の
狭
隘
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を
う
か
が
わ
せ

る
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
図
に
見
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
九
年
五
月
当
時
、

同
校
は
、
総
敷
地
面
積
が
約
百
二
十
四
坪
で
、
そ
こ
に
約
六
十
坪
の
校
舎
が

建
ち
、
約
六
十
坪
の
運
動
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
教
室
数
は
二
室
で
、
第

一
学
級
教
室
が
十
坪
半
、
第
二
学
級
教
室
が
三
十
一
坪
半
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
三
十
九
年
度
の
児
童
数
は
八
十
六
人
で
あ
っ
た
。
前
述
の
二
教

室
に
八
十
六
人
の
児
童
を
収
容
し
て
い
た
と
す
る
と
、
児
童
一
人
当
た
り
の

教
室
面
積
は
、
単
純
計
算
で
〇
・
五
坪
弱
、
す
な
わ
ち
一
畳
弱
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
授
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど

の
狭
さ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
児
童
数
は
、
義
務
教
育
期
間
が
延
長
さ
れ
た
四

十
一
年
度
に
は
百
二
十
五
人
、
六
学
年
が
す
べ
て
揃
っ
た
四
十
二
年
度
に
は

百
三
十
人
に
達
し
、
校
舎
の
狭
隘
化
が
さ
ら
に
進
行
し
た
。 

 

校
舎
の
狭
隘
化
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
校
舎
の
改
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
町
村
は
、
財
政
基
盤
が
脆
弱
で
、
財
政
的
な
余
裕
が
無
か

っ
た
。
大
子
町
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
代
に
お
け
る
大
子
町

の
歳
出
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
は
、
四
割
か
ら
五
割
で
推
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し
て
い
た
。
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町
は
、
校
舎
の
改
築
ど
こ
ろ
か
、
小
学
校
を
維
持
す
る
だ
け
で
精
一
杯

と
い
う
よ
う
な
財
政
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
三
小
学
校
の
校
舎
を
改
築
し
、
校
舎
の
狭
隘

化
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
極
め
て
困
難
な
行
政
課
題

に
挑
ん
だ
の
は
、
時
の
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
で
あ
っ
た
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（
大
子
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大
子
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【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

１)

】

頃
藤
城
主
小
川
氏
と
南
奥
地
域
（
上
） 

 

戦
国
時
代
、
大
子
地
域
（
保
内
）
に
は
多
く
の
武
士
が
存
在
し
、
各
地
の
拠

点
と
な
る
城
を
中
心
に
、
勢
力
を
築
い
て
い
ま
し
た
。
保
内
を
手
中
に
入
れ

た
佐
竹
氏
は
、
こ
う
し
た
武
士
を
「
保
内
衆
」
と
し
て
編
成
し
、
彼
ら
を
通

じ
て
地
域
支
配
を
実
現
し
ま
し
た
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
代
表
的
な
「
保
内

衆
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
動
向
か
ら
戦
国
時
代
の
大
子
を
描
き
出
し
ま
す
。 

頃
藤
の
久
慈
川
蛇
行
地
点
に
築
か
れ
た
頃
藤
城
は
、
十
六
世
紀
初
頭
か
ら
、

小
川
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
同
氏
の
地
域

支
配
に
関
わ
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
佐
竹
氏
の

も
と
、
南
奥
地
域
（
陸
奥
国
の
南
側
、
現
福
島
県
域
等
）
で
活
動
す
る
小
川
一
族

の
太
蔵
丞
（
お
お
く
ら
の
じ
ょ
う
）
の
姿
が
、
古
文
書
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。 

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
義
重
が
家
督
を
継
ぐ
頃
、
佐
竹
氏
は
常
陸
南
部

へ
の
進
出
と
並
行
し
て
、
南
奥
地
域
へ
の
侵
攻
も
進
め
て
い
ま
し
た
。
永
禄

十
年
に
は
、
一
時
的
に
南
奥
の
白
川
氏
と
の
間
で
協
調
関
係
が
築
か
れ
ま
す

が
、
同
十
二
年
に
は
再
び
対
立
が
始
ま
り
ま
す
。
次
の
書
状
は
、
そ
の
翌
年

に
、
佐
竹
氏
の
従
属
下
に
あ
る
南
奥
武
士
の
道
堅
（
石
川
晴
光
）
か
ら
、
佐
竹

氏
重
臣
の
和
田
昭
為
（
あ
き
た
め
）
と
小
川
太
蔵
丞
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

昨
日
も
申
し
伝
え
ま
し
た
が
、
重
ね
て
只
今
方
々
か
ら
申
し
伝
え
て
き
た

こ
と
が
あ
る
の
で
、
お
伝
え
し
ま
す
。
昨
夜
は
大
雨
で
取
り
や
め
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
夜
は
必
ず
あ
な
た
が
た
の
元
に
何
か
が
起
こ
る
と
申
し
て
い
ま

す
。
白
川
の
北
境
の
衆
が
、
赤
館
城
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
か
け
た

者
が
来
て
、
詳
し
く
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
寺
山
で
先
日
捕
ま
っ
た
足
軽
の

内
二
三
人
が
、
し
っ
か
り
と
白
川
氏
に
通
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
足
軽
が
申

し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
ま
で
向
か
い
、
し
か
と
聞
き
取
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
寺
山
城
近
辺
に
入
っ
て
い
る
草
（
忍
び
）
が
城

外
に
討
っ
て
で
る
と
、
草
の
者
た
ち
は
敗
け
て
退
く
動
き
を
見
せ
な
が
ら
、

方
々
に
仕
掛
け
を
施
し
て
か
ら
戦
い
に
及
び
ま
す
。
入
れ
替
わ
り
に
別
の
者

が
城
内
に
侵
入
し
、
火
を
付
け
る
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た

（
後
略
） 

五
月
十
日

午
剋
（
午
前
零
時
前
後
）

道
堅
（
花
押
影
） 

小
大
（
小
川
太
蔵
丞
） 

和
田
殿
（
和
田
昭
為
） 

（
永
禄
十
三
年
ヵ
五
月
十
日
「
道
堅
書
状
写
」
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
五
） 

こ
の
頃
、
小
川
太
蔵
丞
は
、
和
田
昭
為
と
と
も
に
寺
山
城
（
現
棚
倉
町
）
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
道
賢
が
捕
え
た
足
軽
を
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
城
内
外
に

白
川
氏
に
内
通
す
る
草
の
者
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
お
り
、
戦
闘
が
始
ま
っ
た
ら

撤
退
す
る
ふ
り
を
し
て
城
に
火
を
つ
け
る
と
い
う
軍
事
機
密
を
暴
露
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
慌
て
て
本
書
状
を
送
っ
た
の
で
す
。
緊
急
の
た
め
、
通
常
は

記
さ
な
い
差
出
時
刻
ま
で
書
き
添
え
て
い
ま
す
。
緊
急
連
絡
を
受
け
る
相
手

と
し
て
、
小
川
氏
の
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
は
寺
山
城
の
留
守

居
の
中
で
も
中
核
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
太
蔵
丞

は
こ
の
時
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
同
年
六
月
二
十
三
日
に
、
佐
竹

義
重
か
ら
、
赤
館
城
（
現
棚
倉
町
）
を
確
保
し
た
暁
に
は
、
三
森
・
小
菅
生
（
い

ず
れ
も
現
白
河
市
）
の
二
ヶ
所
を
与
え
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
後
も
白
川
氏
と
の
衝
突
は
続
き
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
当
主
を

支
え
る
役
割
を
持
つ
佐
竹
一
族
の
南
義
尚
（
よ
し
ひ
さ
）
と
東
義
喬
（
よ
し
た

か
）
が
出
し
た
小
川
氏
宛
の
五
月
四
日
付
書
状
二
通
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
一
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

見
ら
れ
ま
す
。「
あ
な
た
の
差
配
を
も
っ
て
、
堅
固
な
処
置
が
行
わ
れ
、
結
果

と
し
て
多
く
の
敵
を
討
ち
取
っ
た
の
は
、
誠
に
比
べ
よ
う
の
な
い
も
の
で
す
」

（
南
義
尚
）
、「
そ
の
地
で
敵
と
遭
遇
し
て
、
こ
と
ご
と
く
攻
め
破
ら
れ
て
し
ま

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
味
方
が
力
を
合
わ
せ
て
押
し
返
し
、
多
く
の

敵
を
討
ち
取
っ
た
と
の
こ
と
で
、
誠
に
心
地
よ
く
感
じ
て
い
ま
す
」（
東
義
喬
）
。

劣
勢
に
陥
っ
た
軍
勢
を
、
小
川
氏
の
差
配
で
立
て
直
し
、
敵
を
多
く
討
ち
取

っ
た
こ
と
が
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
川
氏
は
南
奥
地
域
の
最
前
線
を
任
さ

れ
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
だ
け
の
活
躍
を
見
せ
た
の
で
す
。
（
藤
井
達
也
） 

只
見
線
の
復
旧
に
想
う
ロ
ー
カ
ル
線
の
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十
月
一
日
、
福
島
県
会
津
若
松
市
と
新
潟
県
小
出
町
を
結
ぶ
只
見
線
の
一

部
不
通
で
あ
っ
た
区
間
が
復
旧
し
、
全
線
開
通
の
運
び
と
な
っ
た
。 

 

不
通
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
十
一
年
前
の
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
四
か
月
後
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
、
三
つ

の
鉄
橋
や
線
路
が
流
さ
れ
甚
大
な
損
害
を
被
っ
た
只
見
町
の
只
見
駅
と
金
山

町
の
会
津
川
口
駅
間
の
二
十
七
㎞
余
り
の
区
間
で
あ
っ
た
。 

奥
久
慈
地
域
に
ど
こ
と
な
く
似
て
い
る
と
い
う
自
分
な
り
の
想
い
か
ら

だ
ろ
う
か
、
以
前
か
ら
奥
会
津
地
方
や
只
見
線
に
関
心
の
あ
っ
た
私
に
と
っ

て
は
、
不
通
で
あ
っ
た
区
間
が
十
一
年
も
か
か
っ
て
復
旧
さ
れ
た
こ
と
が
驚

き
で
あ
り
、
鉄
橋
が
流
さ
れ
た
水
郡
線
と
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
み
え
た
。 

報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
間
は
も
と
も
と
赤
字
で
あ
っ
た
上
に
、
復
旧
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
一
時
は
被
災
区
間
の
廃
線
も
検
討
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
復
旧
費
用
の
一
部
と
維
持
管
理
費
用
を
負
担
し

て
で
も
災
害
前
と
同
様
に
運
行
し
て
ほ
し
い
と
地
元
自
治
体
が
要
望
し
た
こ

と
で
、
六
年
に
及
ぶ
話
し
合
い
と
四
年
余
り
の
工
事
期
間
を
経
て
、
復
旧
が

実
現
し
た
。
復
旧
後
の
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
列
車
の
運
行
は
鉄
道
事
業

者
が
担
当
し
、
線
路
や
駅
舎
の
維
持
管
理
は
福
島
県
及
び
会
津
地
方
十
七
市

町
村
が
担
う
と
い
う
「
上
下
分
離
方
式
」
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
自
然
災
害
か
ら
の
鉄
道
の
復
旧
事
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
東
日

本
大
震
災
の
三
陸
鉄
道
、
水
郡
線
と
同
じ
台
風
十
九
号
で
鉄
橋
が
損
壊
し
、

水
郡
線
と
同
時
期
に
復
旧
し
た
長
野
県
の
私
鉄
上
田
鉄
道
別
所
線
等
の
例
が

挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
地
元
の
熱
い
想
い
を
背
景
に
復
旧
を
な
し
遂
げ

た
事
例
で
あ
る
が
、
熱
い
想
い
を
も
っ
て
し
て
も
復
旧
か
な
わ
ず
そ
の
ま
ま

廃
線
と
な
っ
た
路
線
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

十
月
一
日
の
記
念
す
べ
き
日
に
は
、
始
発
列
車
の
車
両
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
い
ま
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
も
山
間
部
の
ロ
ー
カ

ル
線
の
も
の
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
過
熱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
「
乗

り
鉄
」
、
「
撮
り
鉄
」
が
訪
れ
、
大
変
な
活
況
を
呈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
、
こ
の
地
域
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
。
只
見
川

沿
い
の
渓
谷
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
る
只
見
線
は
、
国
内
屈
指
の
風
光
明

媚
な
路
線
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
点
在
す
る
家
屋
等
の
風
景
は
、
日
本
の

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
地
元
の
写
真
家
の
方
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
継
続
し
て
情
報
発
信
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
第
一
只
見
川
橋
梁
が
撮
り
鉄
た
ち
の
絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
地
元
か
ら
の
発
信
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

十
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う
か
、
只
見
町
に
あ
る
河
井
継
之
助
記
念
館
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
河
井
継
之
助
は
司
馬
遼
太
郎
の
作
品
「
峠
」
の
主
人
公
で

あ
り
、
長
岡
藩
家
老
と
し
て
幕
末
に
薩
摩
長
州
連
合
軍
と
戦
っ
た
こ
と
で
有

名
な
人
物
。
今
年
、「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」
と
し
て
映
画
化
、
上
映
さ
れ

た
。
只
見
町
は
、
河
井
の
終
焉
の
地
で
あ
る
。
今
回
の
全
線
開
通
の
こ
と
も

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
奥
会
津
地
方
を
訪
問
し
て
み
た
く
な
っ
た
。
塩
原
経
由

で
、
道
の
駅
巡
り
を
し
な
が
ら
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。
金
山
町
の
道
の
駅
で

昼
食
を
食
べ
、
隣
接
す
る
東
北
電
力
の
施
設
か
ら
只
見
線
の
鉄
橋
が
見
え
た

が
、
係
員
の
方
か
ら
、
「
次
の
列
車
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
時
間
あ
り
ま
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
時
刻
表
を
見
る
と
水
郡
線
に
比
べ
ず
っ
と
本
数
が
少
な
か
っ
た
。 

鉄
道
は
、
人
員
物
資
を
目
的
地
に
輸
送
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
が
、

只
見
線
や
水
郡
線
等
の
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
は
そ
れ
以
上
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、

地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
私
は
思
う
。 

十
一
月
初
旬
の
夕
刻
、
西
金
駅
か
ら
大
子
駅
ま
で
久
し
ぶ
り
に
水
郡
線
を

利
用
し
た
。
通
勤
、
通
学
客
の
利
用
す
る
時
間
帯
な
の
に
、
以
前
に
比
べ
利

用
客
が
少
な
く
感
じ
た
。
過
疎
化
、
少
子
化
の
波
は
こ
こ
ま
で
押
し
寄
せ
て

い
る
。
だ
が
、
今
年
の
よ
う
な
美
し
い
奥
久
慈
の
紅
葉
は
、
多
く
の
観
光
客

を
水
郡
線
へ
と
い
ざ
な
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
只
見
線
に
も
負
け
な
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
水
郡
線
に
私
は
ず
っ
と
乗
り
続
け
た
い
。（
神
長
敏
） 
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検
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、
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用
の
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部
と
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理
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を
負
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で
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と
同
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地
元
自
治
体
が
要
望
し
た
こ

と
で
、
六
年
に
及
ぶ
話
し
合
い
と
四
年
余
り
の
工
事
期
間
を
経
て
、
復
旧
が

実
現
し
た
。
復
旧
後
の
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
列
車
の
運
行
は
鉄
道
事
業

者
が
担
当
し
、
線
路
や
駅
舎
の
維
持
管
理
は
福
島
県
及
び
会
津
地
方
十
七
市

町
村
が
担
う
と
い
う
「
上
下
分
離
方
式
」
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
自
然
災
害
か
ら
の
鉄
道
の
復
旧
事
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
東
日

本
大
震
災
の
三
陸
鉄
道
、
水
郡
線
と
同
じ
台
風
十
九
号
で
鉄
橋
が
損
壊
し
、

水
郡
線
と
同
時
期
に
復
旧
し
た
長
野
県
の
私
鉄
上
田
鉄
道
別
所
線
等
の
例
が

挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
地
元
の
熱
い
想
い
を
背
景
に
復
旧
を
な
し
遂
げ

た
事
例
で
あ
る
が
、
熱
い
想
い
を
も
っ
て
し
て
も
復
旧
か
な
わ
ず
そ
の
ま
ま

廃
線
と
な
っ
た
路
線
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

十
月
一
日
の
記
念
す
べ
き
日
に
は
、
始
発
列
車
の
車
両
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
い
ま
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
報
道
も
山
間
部
の
ロ
ー
カ

ル
線
の
も
の
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
過
熱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
「
乗

り
鉄
」
、
「
撮
り
鉄
」
が
訪
れ
、
大
変
な
活
況
を
呈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
、
こ
の
地
域
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
。
只
見
川

沿
い
の
渓
谷
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
る
只
見
線
は
、
国
内
屈
指
の
風
光
明

媚
な
路
線
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
点
在
す
る
家
屋
等
の
風
景
は
、
日
本
の

原
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
地
元
の
写
真
家
の
方
が
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
継
続
し
て
情
報
発
信
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
第
一
只
見
川
橋
梁
が
撮
り
鉄
た
ち
の
絶
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
地
元
か
ら
の
発
信
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

十
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う
か
、
只
見
町
に
あ
る
河
井
継
之
助
記
念
館
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
河
井
継
之
助
は
司
馬
遼
太
郎
の
作
品
「
峠
」
の
主
人
公
で

あ
り
、
長
岡
藩
家
老
と
し
て
幕
末
に
薩
摩
長
州
連
合
軍
と
戦
っ
た
こ
と
で
有

名
な
人
物
。
今
年
、「
峠 

最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」
と
し
て
映
画
化
、
上
映
さ
れ

た
。
只
見
町
は
、
河
井
の
終
焉
の
地
で
あ
る
。
今
回
の
全
線
開
通
の
こ
と
も

あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
奥
会
津
地
方
を
訪
問
し
て
み
た
く
な
っ
た
。
塩
原
経
由

で
、
道
の
駅
巡
り
を
し
な
が
ら
目
的
地
へ
向
か
っ
た
。
金
山
町
の
道
の
駅
で

昼
食
を
食
べ
、
隣
接
す
る
東
北
電
力
の
施
設
か
ら
只
見
線
の
鉄
橋
が
見
え
た

が
、
係
員
の
方
か
ら
、
「
次
の
列
車
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
時
間
あ
り
ま
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
時
刻
表
を
見
る
と
水
郡
線
に
比
べ
ず
っ
と
本
数
が
少
な
か
っ
た
。 

鉄
道
は
、
人
員
物
資
を
目
的
地
に
輸
送
す
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
が
、

只
見
線
や
水
郡
線
等
の
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
は
そ
れ
以
上
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、

地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
私
は
思
う
。 

十
一
月
初
旬
の
夕
刻
、
西
金
駅
か
ら
大
子
駅
ま
で
久
し
ぶ
り
に
水
郡
線
を

利
用
し
た
。
通
勤
、
通
学
客
の
利
用
す
る
時
間
帯
な
の
に
、
以
前
に
比
べ
利

用
客
が
少
な
く
感
じ
た
。
過
疎
化
、
少
子
化
の
波
は
こ
こ
ま
で
押
し
寄
せ
て

い
る
。
だ
が
、
今
年
の
よ
う
な
美
し
い
奥
久
慈
の
紅
葉
は
、
多
く
の
観
光
客

を
水
郡
線
へ
と
い
ざ
な
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
只
見
線
に
も
負
け
な
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
水
郡
線
に
私
は
ず
っ
と
乗
り
続
け
た
い
。（
神
長
敏
） 
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大子の今昔 

写 真 帳 
№８ 

下野宮小学校の変遷 

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
人 

 

齋
藤 

典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
井 

達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

飯
村 

尚
史
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

神
長 

 

敏
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

 
 
 
 

江
尻 

将
崇
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

発 

行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 

発
行
日 

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
）
十
二
月
一
日 

閉校後の校舎・体育館・プール（平成 29 年頃撮影） 

明治 6 年   近津神社の土地の 
一部を借用し創立 

昭和 19 年 新校舎建設 
昭和 39 年 新校舎完成 
昭和 59 年 体育館竣工 
平成 2 年   プール竣工 
平成 22 年 閉校 

 
それぞれ昭和 30 年頃、平成 29

年頃に上空から撮影された写真で
す。戦争による物資不足に苦しむ 
最中の昭和 19 年に新校舎が建設 
された点が特筆されます。 

（大金真理子） 

 

昭和 19 年建設の校舎（昭和 30 年頃撮影） 

 


